
学校教育目標「未来に向かって進んで学びたくましく生きる子ども」の育成  

 

「才能とは、情熱や努力を継続できる力である」 
（将棋棋士：羽生 善治）  

校長   武  田    聡  

1 月 15 日の 3 学期始業式をスタートに、とうとう令和６

年度も最後の学期を迎えることとなりました。残りの授業日

数は４０数日ほどです。スタートして半月ほどが過ぎました

が、インフルエンザやコロナ感染症の大きな流行もなく、穏

やかなスタートをきれたことを本当に嬉しく思います。子ど

もたちは、休み時間に冬休みにあったことをたくさん話して

くれます。家族で行った旅行のことやいろいろな家族行事

等、楽しく過ごすことができたようです。長期休業の期間が子どもたちにとって大変有

意義な時間だったことがうかがえます。ただ、1 月だというのにあまりにも暖かい、春

を思わせるような天候は、何かしらの不安がよぎりますが、学校はスムーズなスタート

ができたと思います。3 学期の子どもたちはというと相変わらず意欲満々で、1 年間の

まとめをしっかりして次の学年に備えようと意気込んでいます。6 年生はいよいよ卒業

が近づいてきました。3 月 19 日の卒業式まで残りの登校日は 30 日あまり。小学校生活

の最後の締めくくりをしっかり行って、大きな夢と期待をもって中学校生活をスタート

させてほしいと思います。子どもたちにとって、小中学校義務教育の 9 年間は、本当に

大切で大きな成長が期待できる時代です。この時代を大切に、自分の可能性を信じて、

いろいろなことに前向きにチャレンジしてほしいと思います。先日行われた 6 年生対象

の夢の力講演会（車いすテニスの二條実穂さん講演）で、二條さんは「無理という言葉

は使わないこと」と、言っていました。学校を卒業して大工になった二條さんは、大工

の仕事中に足場から転落し、脊髄損傷の大怪我を負いました。その時は足が動かないな

んて信じられない、しかしだんだんその事実を実感する中で、たぶん大きな絶望の中生

きることさえ難しかったことがあったと思いますが、それを乗り越えてパラリンピック

に出場、世界を舞台に活躍するテニスプレイヤーとして第二の人生を力強く歩み続けま

した。二條さんは、自分はできると思い頑張れば夢は叶うと言っていました。自分で自

分の限界を決める必要なんかないということも伝えてくれました。小さい頃は可能性の

かたまりで、やろうと思えば何でもできる時代なのに、その時はそれに気付かず自分か

ら諦めて「もう無理」、もう少しで叶いそうな夢も手放してしまうことに。「夢を叶え

るのも、夢を手放すのも自分である」ということを忘れずにこれから生活をしてほしい

と思います。2 月は今年度最後の参観日が予定されています。お子さんの成長の姿をぜ

ひご覧いただければと思います。以前のお子さんの様子を思い浮かべながら参観いただ

ければ、大きな成長が実感できると思います。  

残り少ない令和６年度ですが、これからも保護者・地域の皆様方にはいろいろな場面

でお世話になります。この場を借りてお礼を申し上げますとともに、今後ともどうぞよ

ろしくお願いいたします。いつも大変ありがとうございます。  
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今年度もグラウンドに雪山が完成しました。昨

年度よりも大きく幅の広い山に仕上がりました。 

今後、１・２年生のスキー授業や休み時間のチ

ューブ滑りで使用します。安全に気を付けながら

どんどん活用し、冬の遊びを楽しんでほしいと思

います。  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２０日間の冬休みが終わり、３学期がスタート

しました。校内に、子どもたちの元気な声や笑顔

が戻ってきました！  

始業式では、校長先生から「今の時代、先が見

えない世の中だから、しっかり生き抜くために次

の 3 つのことを頑張ってほしい。1 つめはよく考

えること、2 つめは自分で決めること、３つめは

決めたことに全力で取り組むこと」という話があ

りました。また、３名の児童が学年代表として作

文発表をしました。冬休み中の思い出や３学期に

頑張りたいことを堂々と発表してくれました。  

 ３学期は、学年のまとめの時期であるとともに、

進級、進学のための準備の学期でもあります。今 

年１年の振り返りをしつつ、次の学年への意識を

高めながら、４７日間  

（６年生は４４日間）を  

元気に、楽しく過ごして  

ほしいと思います。  

 

 

 

２月の行事予定 
《生活目標》 
 寒さに負けず学校生活を送ろう 
《保健目標》 
心の健康を考えよう 
 

※★は特別日課です。 

日 曜 日  行事予定 

１ 土  

２ 日  

３ 月 
全校朝会  特支豆まき  ＡＬＴ来校５・６年 
特支個人懇談③（～28 日） 

４ 火             ★ 

５ 水             ★ 

６ 木 
スキー学習（２・３年） 
フッ化物洗口なし 

７ 金 
一日入学・入学説明会  
研修日         ★ 

８ 土  

９ 日  

１０ 月 第 3 回学校運営協議会 

１１ 火 建国記念の日 

１２ 水 
職員会議 
神楽中学校入学説明会（ 6 年生）★     

１３ 木 
スキー（２・３年） 
フッ化物洗口なし 

１４ 金 
ＰＴＡ街頭指導（２－２）  
職員会議        ★ 

１５ 土  

１６ 日  

１７ 月 職員会議        ★ 

１８ 火 委員会⑨（選挙）    ★ 

１９ 水 参観日（１・２年） 

２０ 木 参観日（３・４年）フッ化物洗口 

２１ 金 参観日（５・６年）６年学年レク  

２２ 土  

２３ 日 天皇誕生日  

２４ 月 振替休日 

２５ 火 
委員会⑩（最終）ＡＬＴ来校５・ 6 年    

★ 

２６ 水  

２７ 木 
歌声タイム③ 
神楽っ子発表会⑤ 

２８ 金             ★ 

   

 

 



校内の環境整備 
 

 

 
 始業式が終わった後、各学級では担任から 3 学期に頑張ってほしいこと、始業式で校長先生が

話していたこと等の話がありました。また、短いけれどもとても大切な学期である 3 学期、見通し

をもって過ごすことができるように行事や学習内容について詳しく話している学級もありました。

どの学級の子どもたちも、話している先生をしっかり見、話を聞く態度が素晴らしかったです。神

楽小学校全体で落ち着いたスタートを切ることがで   

きました。  

 2 時間目からはキャリアパスポートの記入、冬休  

みの思い出発表、3 学期のめあての発表、国語や算  

数の学習、漢字テスト等、初日からどんどん頑張る  

神楽っ子でした。  

 

  

  校内には、季節に合わせた掲示物、委員会で作成したポスター（全校に呼びかけたいこと）、  

 児童の作品など、子どもの心を育むための工夫をしたものが掲示されています。  

 

 

 

 

 

 

児童玄関        保健室前       階段踊り場      児童の作品  

 

 

 

 

 

 

教室前の『今月の詩』   新年・豆まきの飾り       給食室前    保健委員会ポスター  

 

 1 月 15 日 3 学期始業式 

    

 

 

  

 

 

 

        

 

 

 

  

 

 

    

 

 

 

  

市内各所で声掛け事案等が発生しています。不審な人物を見かけた場合は、警察に通報して

ください！ 



 

  

 

 

 

１年生 冬を見つけに行こう  ２年生 学校の雪山スキー 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

３年生 ＣＡＰ人権教育プログラム   ４年生 理科               

1 月 20 日（月）に CAP プログラムによる     ヘチマの実をカラカ  

ワークショップを行いました。ロールプレイを   ラに乾燥させ種を収穫  

通して、自分と他の人の権利を守るためには何   しました。実の軽さを  

が必要かを子どもたちは真剣に考えていました。  実感し、みんなびっく  

                       りしていました。  

                                                                     

                                                                 

                               

                         

  

  

  ５年生 書き初め    ６年生 「夢の力」講演  

 １月２３日（木）に体育             1 月 21 日に北海道出身の元プロ車いすテニス

育館で書き初めを行いまし            プレーヤーの二條実穂さんが来校しました。オリ    

た。広い場所でのびのびと            ンピックのことや、二條さんがこれまで頑張って  

した元気な字を書いていま            取り組んできたことを写真やイラストを使いなが  

した。                     ら話してくれました。夢の  

                       大きさは気持ち次第で大き  

                       くすることができる！と子  

                       どもたちが未来に希望をも  

つことができる素敵な言葉  

を伝えてくれました。  


